学　習　指　導　案
授業日　平成○年　○月　○日（○）第　○　限

	教　科
	科　目
	単　位　数
	指　導　教　諭

	理科
	理数物理
	4単位
	○○　○○　先生

	学年・組
	生　徒　数
	使用教室
	教育実習生

	○年○組
	○名（男子○名、女子○名）
	物理実験室
	○○　○○


１　全体の計画

	単元名
	音波

	使用教材
	教科書：物理Ⅰ（実教出版）

	単元設定の理由
	「音」は日常生活で触れる機会が多く、加えて波動としての性質をよく示すため、波動を実際の現象と照らし合わせながら理解するのに適した題材といえる。

また、今回音波自体の性質と共に、気柱や弦といった発音体についても学習する。その際には、実際の楽器とのつながりを随時紹介し、数式（公式）の意味を具体的な現象と関連させ、理解を深める。

	単元の目標
	・波動現象の一つであり、波の基本的な性質を持つことを理解させる。

・うなりの発生理由とその振動数について理解させる。

・弦、気柱等の発音体の固有振動について理解させる。

・音波のドップラー効果について理解させる。

	生徒の実態
	大半の生徒が高校卒業後の理系学部への進学を希望しており、学習態度は非常にまじめである。自然現象に対する探求心もあり、演示等を行った際の反応は良い。しかし、数式と現象を結びつけることが困難な生徒も見られ、数式を扱う段になるとつまずく生徒がいる。云々。

	単元の評価基準
	関心・意欲・態度
	日常にあふれる音の様々な特徴に興味を持ち、物理的に理解しようとする。

	
	思考・判断
	音の様々な性質は、音が波であることにより起こる事に気付く。

発音体の振動数は波長や音速を決める因子による事に気付く。

	
	技能・表現
	音の諸性質を物理的に説明できる。

発音体に生じる定常波を描画できる。

	
	知識・理解
	発音体の原理を理解できる。

共振・共鳴を具体的な例を通して理解できる。

	単元の指導計画
	時
	学　習　内　容
	評価の観点

	
	
	
	関・意
	思・判
	技・表
	知・理

	
	１
	音の三要素
	○
	
	
	◎

	
	２
	音の速さ・音波の性質
	○
	○
	○
	

	
	３
	うなり
	○
	○
	
	◎

	
	４
	弦の振動
	
	○
	◎
	○

	
	５
	気柱の振動（閉管の場合）
	
	○
	◎
	○

	
	６
	気柱の振動（開管の場合）
	
	○
	◎
	○

	
	 eq \o\ac(□,7)
	共振と共鳴　　　　　　　　　[本時]
	○
	
	
	◎

	
	８
	共鳴実験
	○
	
	○
	○

	
	９
	ドップラー効果（音源が動く場合）
	○
	○
	◎
	

	
	10
	ドップラー効果（観測者が動く場合）
	○
	○
	◎
	


２　本時の計画

	目標
	共振と共鳴の発生理由を理解させる。

固有振動数が同じ音源間では、共鳴が起こることを理解させる。

	評価規準
	【関心・意欲・態度】
	【知識・理解】

	
	身近な現象である共振・共鳴について意欲的に探求しようとする。
	共振・共鳴を具体的な例を通して理解できる。

	
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準
	評価方法

	導　　　　

入
	●四つの振り子からなる共振振り子（内、二つは長さが同じ）のうち、ひとつだけ揺らすと、系はその後どのような振る舞いを見せるか考えた後、実際にやってみる。
	・演示前にどのようになると思うか生徒に考えさせ、何人かに発表させる。
	・共鳴、共振現象に対して興味が持てたか。

【関心・意欲・態度】
	・行動観察

・発問

	展

開
	●共振振り子の例から、共振・共鳴が起こる条件を学習する。


	・先に行った演示を踏襲する。

・あらゆる物体が固有振動数を持つことを明確に述べる。
	・共振・共鳴の発生条件を把握できる。

【知識・理解】
	・発問

	
	●共振の実験（演示）

・共鳴音叉

音叉の固有振動数が一致している場合と、異なる場合を行う。
	・音叉の固有振動数が一致していないときには共鳴は起こらないことを強調する。
	・共鳴音叉の例を通して共鳴現象が理解できる。

【知識・理解】
	・発問



	
	●身近に共振・共鳴の例がないか考えさせる

●例示[タコマ橋]

間欠的に吹く風によって崩壊した橋の例を学習する。
	・小さな力でも振動数の一致によって大きな振動を引き起こし得ることを強調する。
	・実際の現象を通して共振現象が理解できる。

【知識・理解】

【関心・意欲・態度】
	・発問

・行動観察

	
	●気柱共鳴

201ページの例題を用いて、気柱の共鳴について学習する。

●気柱共鳴実験（演示）

水位を下げながら最初に共鳴する地点と次に共鳴する地点を探し、理論値と一致していることを確認する。
	・開口端補正の影響があるため、
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とはならないことを確認する。

気温22℃、開口端補正1cmとして、440Hzの音叉を鳴らしたときに、どのあたりの水位で共鳴するか事前に求めておく。
	・気柱実験を通して共鳴が理解できる。

　　【知識・理解】
	・発問

・机間巡視

	まとめ
	・本時のまとめ

・次回の予告
	・共振・共鳴の発生条件を確認する。

・次回の実験に向けて、既習事項の復習を促す。
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